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宮
城
、
岩
手
両
県
の
震
災
が
れ
き
を
被
災
地
以
外
で
処
理
す
る

「広
域
処
理
」
の
大

半
が
、
来
月
末
で
打
ち
切
ら
れ
る
。
必
要
量
が
当
初
の
推
計
の
六
分
の

一
に
ま
で
激
減

し
た
た
め
だ
。
受
け
入
れ
先
で
は
放
射
能
汚
染

へ
の
不
安
に
と
ど
ま
ら
ず
、
税
金
の
無

駄
遣
い
が
指
摘
さ
れ
、
北
九
州
市
な
ど
で
は
訴
訟
に
も
発
展
し
た
。
大
阪
で
は
警
察
の

介
入
が
問
題
視
さ
れ
た
。
東
北
の
地
元
に
も
反
対
意
見
が
強
く
、
旗
振
り
役
の
環
境
省

は
早
期
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
た
形
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
圭
）

「
多
額
の
費
用
を
か
け
て

遠
方
ま
で
運
ぶ
必
要
な
ど
な

か

っ
た
。
受
け
入
れ
先
の
住

民
が
放
射
能
汚
染
を
心
配
す

る
の
も
無
理
は
な
い
。
も
と

も
と
国
の
ト

ツ
プ
ダ
ウ
ン
で

決
ま

つ
た
政
策
だ
。
宮
城
県

も
本
音
で
は
早
く
や
め
た
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
」

自
民
党
の
相
沢
光
哉
宮
城

県
議
Ｑ
り
は
、
広
域
処
理
に

固
執
し
て
き
た
環
境
省
や
県

の
姿
勢
を
こ
う
批
判
し
た
。

県
議
会
で
は
最
長
老
の
相
沢

県
議
を
筆
頭
に
広
域
処
理
に

異
を
唱
え
る
議
員
が
党
派
を

超
え
て
少
な
く
な
か

っ
た
。

環
境
省
は
先
月
二
十
五
日

に
公
表
し
た
震
災
が
れ
き
処

理
計
画
の
見
直
し
版
で
、
広

域
処
理
の
必
要
量
を
六
十
九

万

ン
ト
に
下
方
修
正
し
た
。
昨

年
十

一
月
末
時
点
の
百
三
十

六
万
ト

ン
か
ら
半
減
。
当
初
の

推
計
の
四
百

一
万
ト

ン
と
比
べ

る
と
、
実
に
六
分
の

一
に
ま

で
落
ち
込
ん
だ
。

広
域
処
理
の
う
ち
、
主
な

対
象
で
あ
る
宮
城
県
の
可
燃

物
と
岩
手
県
の
木
く
ず
は
三

月
末
、
残
る
岩
手
県
の
可
燃

物
な
ど
も
十

二
月
末
に
そ
れ

ぞ
れ
終
了
す
る
。
当
初
予
定

の
来
年
三
月
末
か
ら
約

一
年

の
前
倒
し
と
な

っ
た
。

東
日
本
大
震
災
直
後
、
環

境
省
は

「
が
れ
き
の
量
は
宮

城

県

で
は
通

常

の
十

九

年

分
、
岩
手
県
は
十

一
年
分
。

被
災
地
の
処
理
能
力
に
は
限

界
が
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

聯
鼎̈
珊響
”麟
一要
一難
酬推
聯
四

０
昨
年
３
月
、
全
国
紙
に
掲

処
理
推
進
広
告
　
●
震
災
が

に
対
す
る
弾
圧
に
抗
議
す
る

と
こ
ろ
が
、
が
れ
き
総
量

と
広
域
処
理
の
必
要
量
は
、

昨
年
五
月
以
降
の
見
直
し
の

た
び
に

「
相
当
量
の
が
れ
き

が
津
波
で
海
に
流
出
し
て
い

た
」

「
想
定
以
上
の
土
砂
が

あ

っ
た
」
な
ど
の
理
由
で
圧

縮
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
で
も
環
境
省
は

「
広

域
処
理
は
必
要
」
と
譲
ら
な

か

っ
た
。
今
回
の
下
方
修
正

に
つ
い
て
は

「
仮
設
焼
却
炉

の
本
格
稼
働
で
、
現
地
の
処

理
能
力
が
向
上
し
た
」
と
説

明
す
る
が
、
そ
れ
は
当
初
か

ら
織
り
込
み
済
み
。
が
れ
き

の
量
が
減
り
続
け
た
結
果
、

前
倒
し
す
る
以
外
に
手
が
な

く
な

っ
た
の
が
真
相
だ
。

「
震
災
か
ら
半
年
後
、
県

の
執
行
部
は
広
域
処
理
に

つ

い
て
初
め
て
議
会
側
に
説
明

し
た
。
だ
が
、
量
や
経
費
、

受
け
入
れ
先
を
問
い
て
も
答

縣
響
蜘
一絣
一釜
輔
攀
鱗
蠍

一
方
、
広
域
処
理
に
協
力

し
た
自
治
体
は
、
は
し
ご
を

北
九
州
市
の
が
れ
き
処
理

を
め
ぐ

っ
て
は
、
市
議
会
が

全
会

一
致
で
受
け
入
れ
を
求

め
る
決
議
案
を
可
決
し
た
昨

め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
宮
城
県

が
石
巻
市
な
ど
の
が
れ
き
処

理
委
託
契
約
を
ゼ
ネ

コ
ン
の

き が 潮 処 と  話 た ′切 認 ら ¬
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宮
城
、
岩
手
両
県
の
震
災
が
れ
き
を
被
災
地
以
外
で
処
理
す
る

「広
域
処
理
」
の
大

半
が
、
来
月
末
で
打
ち
切
ら
れ
る
。
必
要
量
が
当
初
の
推
計
の
六
分
の

一
に
ま
で
激
減

も
た
た
め
だ
。
受
け
入
れ
先
で
は
放
射
能
汚
染
へ
の
不
安
に
と
ど
ま
ら
ず
、
税
金
の
無

駄
遣
い
が
指
摘
さ
れ
、
北
九
州
市
な
ど
で
は
訴
訟
に
も
発
展
し
た
。
大
阪
で
は
警
察
の

介
入
が
問
題
視
さ
れ
た
。
東
北
の
地
元
に
も
反
対
意
見
が
強
く
、
旗
振
り
役
の
環
境
省

は
早
期
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
た
形
だ
。
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と
こ
ろ
が
、
が
れ
き
総
量

と
広
域
処
理
の
必
要
量
は
、

昨
年
五
月
以
降
の
見
直
し
の

た
び
に

「
相
当
量
の
が
れ
き

が
津
波
で
海
に
流
出
し
て
い

た
」

「想
定
以
上
の
土
砂
が

あ

っ
た
」
な
ど
の
理
由
で
圧

縮
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
で
も
環
境
省
は

「
広

域
処
理
は
必
要
」
と
譲
ら
な

か

っ
た
。
今
回
の
下
方
修
正

に

つ
い
て
は

「仮
設
焼
却
炉

の
本
格
稼
働
で
、
現
地
の
処

理
能
力
が
向
上
し
た
」
と
説

明
す
る
が
、
そ
れ
は
当
初
か

ら
織
り
込
み
済
み
。
が
れ
き

の
量
が
減
り
続
け
た
結
果
、

前
倒
し
す
る
以
外
に
手
が
な

く
な

っ
た
の
が
真
相
だ
。

「
震
災
か
ら
半
年
後
、
県

の
執
行
部
は
広
域
処
理
に
つ

い
て
初
め
て
議
会
側
に
説
明

し
た
。
だ
が
、
量
や
経
費
、

受
け
入
れ
先
を
聞
い
て
も
答

え

る

こ
と
が

で
き

な

か

っ

た
。
最
初
か
ら
ア
バ
ウ
ト
な

話
だ

っ
た
」

（
相
沢
県
議
）

が
れ
き
問
題
の
解
決
方
法

と
し
て
、
相
沢
県
議
は
広
域

処
理
で
は
な
く
、

「
森
の
防

潮
堤
」
構
想
を
提
唱
し
た
。

が
れ
き
で
沿
岸
部
に
丘
を
築

き
、
そ
の
上
に
広
葉
樹
を
植

林
す
る
と
い
う
内
容
だ
。

五
十
九
人
の
宮
城
県
議
全

員

に
よ

る

推

進

議

員

連

盟

を

結

成

し
、
国

会

や

環

境

省
、
国
土
交
通
省
に
も
働
き

掛
け
た
。
し
か
し
、
環
境
省

は
地
盤
沈
下
や
ガ
ス
発
生
の

懸

念

を
盾

に
認

め

な

か

っ

た
。相

沢
県
議
は

「
生
活
の

一

部
で
あ

っ
た
が
れ
き
を
千
年

先
ま
で
生
か
す
の
が
森
の
防

潮

堤

だ
。
実

現

し

て

い
れ

ば
、
広
域
処
理
で
余
計
な
迷

惑

を

か

け

ず

に
済

ん

だ
」

と
、
今
も
怒
り
が
収
ま
ら
な

い
。

「ヽ国
や
県
の
頭
に
は
、

コ

ン
ク
リ
ト
ト
製
の
防
潮
堤
し

か
な
か

っ
た
。
ど
こ
か
で
津

波
災
害
が
起
き
れ
ば
、
同
じ

過
ち
が
繰
り
返
さ
れ
る
」

朧
鮒
欄
悧一一必
一要
量
＝雛
講
勲
難

「広域処理は必要なか
つたJと話す相沢光哉
宮城県議 =仙台市で

「
多
額
の
費
用
を
か
け
て

遠
方
ま
で
運
ぶ
必
要
な
ど
な

か

っ
た
。
受
け
入
れ
先
の
住

民
が
放
射
能
汚
染
を
心
配
す

る
の
も
無
理
は
な
い
。
も
と

も
と
国
の
ト

ツ
プ
ダ
ウ
ン
で

決
ま

つ
た
政
策
だ
。
宮
城
県

も
本
音
で
は
早
く
や
め
た
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
」

白
民
党
の
相
沢
光
哉
宮
城

県
議
Ｑ
し
は
、
広
域
処
理
に

固
執
し
て
き
た
環
境
省
や
県

の
姿
勢
を
こ
う
批
判
し
た
。

県
議
会
で
は
最
長
老
の
相
沢

県
議
を
筆
頭
に
広
域
処
理
に

異
を
唱
え
る
議
員
が
党
派
を

超
え
て
少
な
く
な
か

っ
た
。

環
境
省
は
先
月
二
十
五
日

に
公
表
し
た
震
災
が
れ
き
処

理
計
画
の
見
直
し
版
で
、
広

域
処
理
の
必
要
量
を
六
十
九

万
ト

ン
に
下
方
修
正
し
た
。
昨

年
十

一
月
末
時
点
の
百
三
十

六
万
ト

ン
か
ら
半
減
。
当
初
の

推
計
の
四
百

一
万
卜
´
と
比
べ

る
と
、
実
に
六
分
の

一
に
ま

で
落
ち
込
ん
だ
。

広
域
処
理
の
う
ち
、
主
な

対
象
で
あ
る
宮
城
県
の
可
燃

０
昨
年
３
月
、
全
国
紙
に
掲
載
さ
れ
た
環
境
省
の
広
域

処
理
推
進
広
告
　
●
震
災
が
れ
き
の
広
域
処
理
反
対
派

に
対
す
る
弾
圧
に
抗
議
す
る
デ
モ
＝
３
日
、
大
阪
市
で

阪
地
裁
に
起
こ
し
た
。

大
阪
の
反
対
運
動
で
は
、

市
民
が
逮
捕
さ
れ
る
事
態
も

相
次
い
だ
。
大
阪
府
警
は
昨

年
十

二
月
、
■
Ｒ
大
阪
駅
前

で
広
域
処
理
反
対
を
訴
え
て

い
た
阪
南
大
の
、
地じ
難
樹き
准

教
授
の
９
ら
三
人
を
威
力
業

務
妨
害
容
疑
な
ど
で
逮
捕
。

一
人
は
威
力
業
務
妨
害
罪
で

起
訴
さ
れ
た
。
関
係
者
に
よ

る
と
、
昨
年
九
月
以
降
、
が

れ
き
反
対
や
脱
原
発
運
動
に

絡
み
、
下
地
准
教
授
を
含
む

計
十
人
が
逮
捕
さ
れ
、
六
人

び
起
訴
さ
れ
に
と
い
う
。
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中 一鶏

六
万
ト

ン
か
ら
半
減
。
当
初
の

推
計
の
四
百

一
万
ト

ン
と
比
べ

る
と
、
実
に
六
分
の

一
に
ま

で
落
ち
込
ん
だ
。

広́
域
処
理
の
う
ち
、
主
な

対
象
で
あ
る
宮
城
県
の
可
燃

物
と
岩
手
県
の
本
く
ず
は
三

月
末
、
残
る
岩
手
県
の
可
燃

物
な
ど
も
十
二
月
末
に
そ
れ

ぞ
れ
終
了
す
る
。
当
初
予
定

の
来
年
二
月
末
か
ら
約

一
年

の
前
倒
し
と
な

っ
た
。

東
日
本
大
震
災
直
後
ヽ
環

境
省
は

「
が
れ
き
の
量
は
宮

城

県

で
は
通

常

の
十

九

年

分
、
岩
手
県
は
十

一
年
分
。

被
災
地
の
処
理
能
力
に
は
限

界
が
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

大
阪
市
の

一
般
ご
み
に
混
ぜ
て
焼
却
さ
れ
る

岩
手
県
の
震
災
が
れ
き
＝
１
日
、
大
阪
市
で

全
会

一
致
で
受
け
入
れ
を
求

め
る
決
議
案
を
可
決
し
た
昨

年
二
月
以
降
、
賛
否
両
派
が

激
し
く
対
立
し
て
き
た
¨

北
橋
健
治
市
長
は

「
が
れ

き
処
理
な
く
し
て
被
災
地
の

復
興
は
な
い
」
と
説
い
た
も

．の
の
、
反
対
派
は
猛
反
発
。

市
の
説
明
会
は
反
対
の
声
に

包
ま
れ
た
。

当
時
既
に
が
れ
き
の
量
の

減
少
が
表
面
化
し
て
い
た
。

業
を
煮
や
し
た
斎
藤
弁
護
士

ら
反
対
派
百
四
十
二
人
は
昨

年
七
月
、
広
域
処
理
は
違
法

だ
と
し
て
北
九
州
市
と
宮
城

県
を
相
手
取
り
、
福
岡
地
裁

小
倉
支
部
に
損
害
賠
償
を
求

め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
宮
城
県

が
石
巻
市
な
ど
の
が
れ
き
処

理
委
託
契
約
を
ゼ
ネ

コ
ン
の

鹿
島
東
北
支
店
な
ど
の
共
同

企
業
体

（
Ｊ
Ｖ
）
と
締
結
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ

が
れ
き
を
北
九
州
市
に
委
託

す
る
こ
と
は

「
二
重
契
約
に

当
た
る
」
と
主
張
。

試
験
焼
却
時
の
運
搬
費
が

一　
ン
ト
当
た
り
十
七
万
五
千
円

と
高
額
だ

っ
た
こ
と
を
引
き

合
い
に

「
税
金
の
無
駄
遣
い

だ
」
と
指
弾
し
た
。

原
告
団

（
現
在

二
百
九
十

七
人
）
は
、
宮
城
県

へ
の
訴

え
を

取

り

下

げ

る

方

針

だ

が
、
北
九
州
市
と
は
徹
底
抗

戦

す

る
。
斎

藤

弁

護

士

は

「
広
域
処
理
の
違
法
性
を
明

ら
か
に
す
る
。
市
が
過
ち
を

認
め
る
ま
で
闘
う
」
と
言
い

切
る
。

各
地
で
広
域
処
理
が
収
東

す
る
傍
ら
、
大
阪
市
は
今
月

一
日
か
ら
本
格
処
理
を
開
始

し
た
。
大
阪
府
知
事
時
代
か

ら
受
け
入
れ
に
動
い
て
き
た

橋
下
徹
市
長
の
肝
い
り
だ
。

府

・
市
と
岩
手
県
は
、
来
年

二
月
末
ま
で
に
可
燃
物
の
ご
一

み
三
万
六
千

ン
ト
の
受
け
入
れ

で
合
意
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
こ
で
も

激
し
い
反
対
運
動
が
展
開
さ

れ
て
き
た
。
大
阪
府
の
住
民

ら
三
百
六
十
人
は
先
月
二
十

三
日
、
府

・
市
に
処
理
の
差

し
止
め
を
求
め
る
訴
訟
を
大

起
訴
さ
れ
た
く
庚
係
者
に
よ

る
と
、
昨
年
九
月
以
降
、
が

れ
き
反
対
や
脱
原
発
運
動
に

絡
み
、
下
地
准
教
授
を
含
む

計
十
人
が
逮
捕
さ
れ
、
六
人

が
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
。

下
地
准
教
授
は
警
察
介
入

の
不
当
性
を
訴
え
る
集
会
で

「
広
域
処
理
は
経
済
的
に
不

合
理
で
、
焼
却
に
よ
り
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
漏
れ
る
懸
念

が
あ
る
。
権
力
は
、
逮
捕
と
い

う
圧
倒
的
な
暴
力
を
行
使
し

た
が
、
放
射
能
拡
散
に
反
対

す
る
私
た
ち
を
黙
ら
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
語

っ
た
。

「が
れ
き
処
理

・
除
染
は

こ
れ
で
よ
い
の
か
」
な
ど
の

購
樗
「
肺
察

授
‐

明
喘
壽
晰
曝
帥

経
済
学
＝
は

「広
域
処
理
で

は
、
ゼ
ネ
コ
ン
が
利
権
に
群

が

っ
た
」
と
断
じ
る
。

「原
子
カ
ム
ラ
の
住
人
た

ち
は
福
島
原
発
事
故
の
責
任

を
取
ら
な
い
ば
か
り
か
、
ゼ

ネ
コ
ン
と
原
発
関
連
業
者
が

事
故
の
後
始
末
で
も
う
け
る

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
放
射

能
に
汚
染
さ
れ
た
が
れ
き
は

東
京
電
力
の
負
担
で
ず
福
島

原
発
周
辺
に
集
中

・
隔
離
さ

れ
る
べ
き
だ
。

し
か
し
、
実

際
に
は
広
域
処
理
と
除
染
、

避
難
者
の
帰
還
が
ワ
ン
セ
ツ

卜̈
で
推
進
さ
れ
て
い
る
」

難
暑
乳
舗
金̈
鋤
鐵
蠍
鸞
螂
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一
方
、
広
域
処
理
に
協
力

し
た
自
治
体
は
、
は
し
ご
を

外
さ
れ
た
格
好
だ
。

昨
年
九
月
、
西
日
本
で
初

め
て
震
災
が
れ
き
を
受
け
入

れ
た
北
九
州
市
。
宮
城
県
石

巻
市
分
を
来
年
三
月
ま
で
に

最
大
六
万
三
千
五
百
ト

ン
処
理

す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
宮
城

県
は
二
月
末
で
搬
出
を
打
ち

切
る
。

反
対
派
の
斎
藤
利
幸
弁
護

士
侯
９
は

「
広
域
処
理
が
必

要
な
か

っ
た
こ
と
を
自
ら
認

め
た
よ
う
な
も
の
だ
。
北
九

州
市
の
反
対
運
動
が
広
域
処

理
の
拡
大
を
防
い
だ
」
と
強

調
す
る
。



●
昨
年
３
月
、
全
国
紙
に
掲
載
さ
れ
た
環
境
省
の
広
域

処
理
推
進
広
告
　
０
震
災
が
れ
き
の
広
域
処
理
反
対
派

に
対
す
る
弾
圧
に
抗
議
す
る
デ
モ
＝
３
日
、
大
阪
市
で

阪
地
裁
に
起
こ
し
た
。

大
阪
の
反
対
運
動
で
は
、

市
民
が
逮
捕
さ
れ
る
事
態
も

相
次
い
だ
。
大
阪
府
警
は
昨

年
十

二
月
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
前

で
広
域
処
理
反
対
を
訴
え
て

い
た
阪
南
大
の
下
地
真
樹
准

教
授
の
９
ら
三
人
を
威
力
業

務
妨
害
容
疑
な
ど
で
逮
捕
。

一
人
は
威
力
業
務
妨
害
罪
で

起
訴
さ
れ
た
。
関
係
者
に
よ

る
と
、
昨
年
九
月
以
降
、
が

れ
き
反
対
や
脱
原
発
運
動
に

絡
み
、
下
地
准
教
授
を
含
む

計
十
人
が
逮
捕
さ
れ
、
六
人

が
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
。

下
地
准
教
授
は
警
察
介
入

の
不
当
性
を
訴
え
る
集
会
で

「広
域
処
理
は
経
済
的
に
不

合
理
で
、
焼
却
に
よ
り
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
漏
れ
る
懸
念

が
あ
る
。
権
力
は
、
逮
捕
と
い

う
圧
倒
的
な
暴
力
を
行
使
し

た
が
、
放
射
能
拡
散
に
反
対

す
る
私
た
ち
を
黙
ら
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
語

っ
た
。

「が
れ
き
処
理

・
除
染
は

こ
れ
で
よ
い
の
か
」
な
ど
の

著
書
が
あ
る
明
治
学
院
大
の

熊
本

一
規
教
授
‐

徐
３
１１
環
境

経
済
学
＝
は

「広
域
処
理
で

は
、
ゼ
ネ

コ
ン
が
利
権
に
群

が

っ
た
」
と
断
じ
る
。

「原
子
カ
ム
ラ
の
住
人
た

ち
は
福
島
原
発
事
故
の
責
任

を
取
ら
な
い
ば
か
り
か
、
ゼ

ネ

コ
ン
と
原
発
関
連
業
者
が

事
故
の
後
始
末
で
も
う
け
る

仕
組
み
を

つ
く

っ
た
。
放
射

能
に
汚
染
さ
れ
た
が
れ
き
は

東
京
電
力
の
負
担
で
、
福
島

原
発
周
辺
に
集
申

・
隔
離
さ

れ
る
べ
き
だ
。
し
か
し
、
実

際
に
は
広
域
処
理
と
除
染
、

避
難
者
の
帰
還
‥

が
ワ
ン
セ

ツ

・卜
で
推
進
さ
れ
て
い
る
」

全
会

一
致
で
受
け
入
れ
を
求

め
る
決
議
案
を
可
決
し
た
昨

年
三
月
以
降
、
賛
否
両
派
が

激
し
く
対
立
し
て
き
た
。

北
橋
健
治
市
長
は

「
が
れ

き
処
理
な
く
し
て
被
災
地
の

復
興
は
な
い
」
と
説
い
た
も

．の
の
、
反
対
派
は
猛
反
発
。

市
の
説
明
会
は
反
対
の
声
に

包
ま
れ
た
。

当
時
既
に
が
れ
き
の
量
の

減
少
が
表
面
化
し
て
い
た
。

業
を
煮
や
し
た
斎
藤
弁
護
士

ら
反
対
派
百
四
十
二
人
は
昨

年
七
月
、
広
域
処
理
は
違
法

だ
と
し
て
北
九
州
市
と
宮
城

県
を
相
手
取
り
、
福
岡
地
裁

小
倉
支
部
に
損
害
賠
償
を
求

め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
宮
城
県

が
石
巻
市
な
ど
の
が
れ
き
処

理
委
託
契
約
を
ゼ
ネ

コ
ン
の

鹿
島
東
北
支
店
な
ど
の
共
同

企
業
体

（
Ｊ
Ｖ
）
と
締
結
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ

が
れ
き
を
北
九
州
市
に
委
託

す
る
こ
と
は

「
二
重
契
約
に

当
た
る
」
と
主
張
。

試
験
焼
却
時
の
運
搬
費
が

一　
ン
ト
当
た
り
十
七
万
五
千
円

と
高
額
だ

っ
た
こ
と
を
引
き

合
い
に

「
税
金
の
無
駄
遣
い

だ
」
と
指
弾
し
た
。

原
告
団

（
現
在
二
百
九
十

七
人
）
は
、
宮
城
県

へ
の
訴

え
を

取

り

下

げ

る

方

針

だ

が
、
北
九
州
市
と
は
徹
底
抗

戦

す

る
。
斎

藤

弁

護

士

は

「
広
域
処
理
の
違
法
性
を
明

ら
か
に
す
る
。
市
が
過
ち
を

認
め
る
ま
で
闘
う
」
と
言
い

切
る
。

各
地
で
広
域
処
理
が
収
東

す
る
傍
ら
、
大
阪
市
は
今
月

一
日
か
ら
本
格
処
理
を
開
始

し
た
。
大
阪
府
知
事
時
代
か

ら
受
け
入
れ
に
動
い
て
き
た

橋
下
徹
市
長
の
肝
い
り
だ
。

府

・
市
と
岩
手
県
は
、
来
年

二
月
末
ま
で
に
可
燃
物
の
ご

み
三
万
六
千
ト

ン
の
受
け
入
れ

で
合
意
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
こ
で
も

激
し
い
反
対
運
動
が
展
開
さ

れ
て
き
た
。
大
阪
府
の
住
民

ら
二
百
六
十
人
は
先
月
二
十

三
日
、
府

・
市
に
処
理
の
差

し
止
め
を
求
め
る
訴
訟
を
大
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一
方
、
広
域
処
理
に
協
力

し
た
自
治
体
は
、
は
し
ご
を

外
さ
れ
た
格
好
だ
。

昨
年
九
月
、
西
日
本
で
初

め
て
震
災
が
れ
き
を
受
け
入

れ
た
北
九
州
市
。
宮
城
県
石

巻
市
分
を
来
年
二
月
ま
で
に

最
大
六
万
三
千
五
百
ト

ン
処
理

す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
宮
城

県
は
二
月
末
で
搬
出
を
打
ち

切
る
。

反
対
派
の
斎
藤
利
幸
弁
護

士
侯
９
は

「
広
域
処
理
が
必

要
な
か

っ
た
こ
と
を
自
ら
認

め
た
よ
う
な
も
の
だ
。
北
九

州
市
の
反
対
運
動
が
広
域
処

理
の
拡
大
を
防
い
だ
」
と
強

調
す
る
。


